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　円形加速器中を周回する相対論的電子ビームから
発生するシンクロトロン放射光は赤外線からＸ線に
至る幅広い波長領域で指向性に優れた強力な光源と
して様々な
研究分野で
用いられて
います。高
エネルギー
物理学実験
用の円形加
速器に寄生
する形で開
始された放
射光の利用
（第１世代の
放射光源と
呼ばれます）
は、その後、
放射光利用
専用の加速
器の建設（第
２世代）、さ
らに、より
輝度の高い
放射光の発
生に最適化
された加速
器の建設（第
３世代）へと

発展を続けてきました。最近では、円形加速器の限
界を超える超高輝度放射光あるいは極短パルス放射
光の生成を目指し、線形加速器を用いた光発生法の
開発研究も開始されています。
　分子科学研究所・極端紫外光実験施設（ＵＶＳＯＲ）
は１９８０年代前半に建設された第２世代に属する放射
光源です。我々の研究グループでは、この放射光源の
高性能化に関する開発研究を続けてきました。２００３
年春には加速器を大改造し、最新の放射光源に負け
ない高性能光源へと生まれ変わらせる予定です。
　ＵＶＳＯＲは放射光源としては比較的小型ですが、
専用のビーム入射装置を有し、運転も容易である事
から、電子ビームを用いた光発生の基礎研究を行う
には最適な施設の一つとなっています。実際ＵＶＳＯＲ
は、電子ビームを用いたレーザー発振、自由電子
レーザーの研究において世界をリードしてきました。
これまでの研究はレーザーの発振そのものに重点を
おいたものでしたが、今後は、レーザーの実用化を
目指した研究開発に重心を移していきます。また外
部から導入したフェムト秒レーザーと電子ビームを
相互作用させることで通常の放射光源では生成でき
ない極短パルス光の生成や遠赤外領域でのコヒーレ
ント放射の生成の研究などにも取り組んでいます。

真空封止型アンジュレータ。真空紫外領域での高輝度光生成に利用します。UVSOR 高性能化の一環として開発したものです。




